
新型コロナウイルス感染症対策本部 

 

レベル 授業（講義・演習・実習） 研究活動 学生活動 教職員の勤務体制等 会議 

0 制限なし ― 通常 通常 通常 通常 通常 

1 制限（小） 北海道に感染者が発生し、外

出自粛要請は出ていない

が、感染防止に注意が必要な

場合 

・「オンライン授業」を積極的に

活用する。 

・「対面授業」は、感染防止に最

大限配慮して実施する。 

・感染防止措置を十分講じた上

で、対面で研究を行う。ただ

し、学内での滞在時間を減ら

すように努め、それ以外は自

宅で研究活動を行う。 

・感染防止に留意して入校を認

め、校内にいる時間を最小限に

する。 

・感染防止に最大限配慮した上

で部活動・課外活動を許可す

る。飲食・宿泊を伴う活動は自

粛する。また、顧問に十分な監

督を求める。 

・通常と同じ範囲の業務を行う。 

・必要に応じて一部の教職員に

在宅勤務、時差出勤、執務室の

分散等を命じる。 

・感染者が多い地域への出張は

原則禁止とする。 

・感染防止に最大限配慮した上

で、対面会議を実施する。 

・オンライン会議を推奨する。 

2 制限（中） 以下のいずれかに該当する

場合 

①北海道知事から平日の外

出自粛要請、その他の行動

規制に関する要請があっ

た場合 

②本学として学内での学生・

教職員の感染防止に十分

な注意が必要と判断する

場合 

・「対面授業」は原則停止し、「オ

ンライン授業」を中心とする。 

・やむを得ず「対面授業」を実施

する場合は感染防止に最大限

配慮して実施する。 

・感染防止措置を十分講じた上

で、必要最小限の人数で研究

を行う。それ以外の研究者は

自宅で研究活動を行う。 

・自宅からの不要不急の外出を

自粛する。 

・原則、学生の入校を禁止する

（本部からの許可制、許可を受

けた時は入校記録を残す）。 

・対面での部活動・課外活動を自

粛する。 

・対面でのアルバイトを自粛す

る。 

・各部署は、優先度の高い業務を

行う。 

・必要に応じて一部の教職員に

在宅勤務、時差出勤、執務室の

分散等を命じる。 

・出張は原則禁止とする。 

 

・感染防止に最大限配慮した上

で、対面会議を実施する。 

・オンライン会議を推奨する。 

3 制限（大） 以下のいずれかに該当する

場合 

①国が北海道を対象とした

緊急事態宣言を発出した

場合 

②専門家会議が北海道を

「感染拡大警戒地域」に指

定した場合、もしくは「感染

拡大警戒地域」に移行する

可能性が高い場合 

③北海道知事から外出自粛

要請および休業要請があ

った場合 

・「オンライン授業」のみとする。 ・中止することで大きな研究の

損失を被るような研究のみ、

必要最小限の人数で行う。そ

れ以外の研究者は自宅で研究

活動を行う。 

・自宅からの不要不急の外出を

自粛する。 

・原則、学生の入校を禁止する

（本部からの許可制、許可を受

けた時は入校記録を残す）。 

・対面での部活動・課外活動を自

粛する。 

・対面でのアルバイトを自粛す

る。 

・各部署は、大学機能を最低限維

持するための業務のみを行

う。 

・多くの教職員に在宅勤務、時差

出勤、執務室の分散等を命じ

る。 

・出張は原則禁止とする。 

・道外の特定警戒都府県等から

札幌に戻ってきた学生・教職

員は一定期間の自宅待機を命

じる。 

・原則、オンライン会議またはメ

ール等による書面審議とする。 

・対面会議はやむを得ない場合

に限り、感染防止に最大限配慮

した上で実施する。 

4 活動の 

原則停止 

以下のように、大学を閉鎖せ

ざるを得ない場合 

①学内で学生・教職員が感染

し、消毒等のため校内を閉

鎖しなくてはならない場

合 

②札幌市でオーバーシュート

等が発生し、北海道知事か

ら強い休業要請があった

場合 

・すべての授業を休講とする。 すべての研究活動を中止する。 ・自宅からの外出を自粛する。 

・学生の入校を禁止する。 

・部活動・課外活動を禁止する。 

・アルバイトを自粛する。 

・大学施設の維持管理要員のみ

出勤する。 

・オンライン会議またはメール

等による書面審議とする。 
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